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令和５年度 第 3回葛飾区移動等円滑化促進方針策定協議会 

議事要旨 

 

日時：令和 6年 3月 12日（水）14時 30分～16時 00分 

場所：葛飾区役所 新館 ７階会議室 

出席：会場（委員 30名、事務局 8名） 

Web参加（委員４名） 

欠席（委員 20名、うち代理出席４名、代理Web出席 2名） 

傍聴：２名 

 

会議次第： 

１．開会 

２．議題 

（１）策定協議会及びまち歩き調査の振り返り 

（２）第１回区民検討部会の報告 

（３）促進方針におけるバリアフリー化の取組 

（４）移動等円滑化促進地区、生活関連施設、生活関連経路について 

（５）令和６年度 まち歩き調査の予定について 

（６）葛飾区移動等円滑化促進方針の構成について 

３．その他 

４．閉会 

 

 

（配布資料） 

・次第 

・委員名簿・席次表 

・資料 1 令和５年度 第 2回葛飾区移動等円滑化促進方針策定協議会 議事要旨 

・資料２ 令和 5年度 第３回葛飾区移動等円滑化促進方針策定協議会 資料 

・資料３ 令和５年度 第 2回葛飾区移動等円滑化促進方針策定協議会 会議録 

・別紙  令和６年度 まち歩き調査 参加連絡票 
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＜議事要旨＞ 

（１）策定協議会及びまち歩き調査の振り返り 

これまでの策定協議会及び令和５年度まち歩き調査での議論内容について事務局より報告 

・エレベーターに乗っている際の非常時、耳が不自由な方はカゴ内の外部連絡装置で通話ができ

ないが、事例として、エレベーター内にある耳マークのボタンを押すと担当の人が向かってい

るという表示がされる。 

（２）第１回区民検討部会の報告 

第１回区民検討部会の実施概要と議論の結果について事務局より報告 

（質問・意見はなし） 

（３）促進方針におけるバリアフリー化の取組 

方針策定に当たりバリアフリー上の問題や取組の基本的な考え方について事務局より説明 

（提案） 

・パーキンソン病の人は自転車での通行は問題ないが歩行はかなり負担である。近年は路肩に自

転車通行を促す路面標示があるが、隣にバスやトラックが通るとかなり恐怖を感じる。ヘルプ

マークのように、このような場合にシール等を自転車に貼り、歩道の通行を許可するような仕

組みを提案したい。 

（要望） 

・歩道上に自転車専用の通行帯が設けられている場所と設けられていない場所の違いや基準が知

りたい。 

・横断歩道について、自転車に乗ったまま通行しても良いのか、降りなくてはいけないのか。ま

た横断歩道手前で自転車に乗ったまま待機している人は歩行者と捉えるのか。 

・都のヘルプマークとは別の、区が発行しているヘルプカードについて活用状況を教えてほしい。 

・ベビーカーを押す人は、歩道等の小さな段差や歩道が連続しない場所に対して危険を感じてい

る。段差の解消や施設のスロープの設置をさらに進めてほしい。 

・タクシーセンターでは運転手に対して障害者の対応に関する研修を新任・現役問わず随時行っ

ている。しかし様々な指摘が寄せられていることから、何か足りないところがあればタクシー

センターにご意見を寄せていただきたい。 

・歩道における自転車と歩行者の通行帯について、道路標識だけでなく、道路標示があるとわか

りやすい。 

（４）移動等円滑化促進地区、生活関連施設、生活関連経路について 

移動等円滑化促進地区、生活関連施設、生活関連経路の設定の考え方を事務局より説明 

（質問・意見はなし） 

（５）令和６年度 まち歩き調査の予定について 

令和６年度まち歩き調査の実施概要の説明とご協力を事務局から依頼 

（質問・意見はなし） 

（６）葛飾区移動等円滑化促進方針の構成について 

葛飾区移動等円滑化促進方針の構成案を事務局より説明 

（質問・意見はなし） 

 


